
【発電所諸元】

小水力発電の事例（内の倉発電所）

位 置
最 大 出 力

年間発電可能量
最 大 使 用 水 量
有 効 落 差
建 設 費
運 用 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

：新潟県新発田市
： 2,900kW
： 11,084MWh
： 5.0m3/s    
： 70.5m
： 24億6,300万円
：平成2年4月
：県営かんがい排水事業
（加治川沿岸地区）

：加治川沿岸土地改良区連合

内の倉地区

○国営加治川地区 内の倉ダムの利水放流設備を利用した水力発電施設

内
の
倉
ダ
ム

内の倉発電所

内の倉発電所

立軸フランシス水車(仮組中)

発電所への管路(Φ1200㎜)

内の倉ダム

う ち の く ら
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期別水量 発電用水（ダム放流水に従属）

流量

(m3/s)

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

Q=5.000m3/s Q=ダム放流量



○国営関川用水地区における笹ヶ峰ダム落差を利用した小水力発電施設

【発電所諸元】

位 置
最 大 出 力

年間発電可能量
最 大 使 用 水 量
有 効 落 差
建 設 費
運 用 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

：新潟県妙高市
： 997kW
： 4,127MWh
： 3.8m3/s    
： 33.5m  
： 15億4,800万円
：令和元年7月
：国営かんがい排水事業

（関川用水地区）

：関川水系・和田・水上土地改良区

小水力発電の事例（笹ヶ峰ダム小水力発電所）
さ さ が み ね

笹ヶ峰発電所と笹ヶ峰ダム（上空より）

発電所外観

発電機

水 車

入口弁

発電所内観 平面図

※既設ダムの放流落差を活用した発電

取水ゲート

笹ヶ峰発電所

農業用水
は関川へ

東北電力（株）
西野発電所へ

関川

妙高市

導水管φ1800
農業用水、西野発電
用水、河川維持流量
Qmax：10.99m3/s

水圧管φ1300
小水力発電の

使用水量
Qmax：3.8m3/s

西野発電所
（東北電力）へ

Qmax：3.28m3/s

分水槽

河川放流
農業用水Qmax：7.713/s

笹ヶ峰ダム
堤体下流

関川へ

減勢工
放流管φ1600 Qmax：10.99m3/s
コーンスリーブバルブφ1200、φ450

笹ヶ峰発電所

期別水量

3月 5月

河川維持流量

Ｑ=3.460㎥/s

Ｑ=3.280㎥/s

Ｑ=3.800㎥/s

Ｑ=0.180㎥/s

Ｑ=3.280㎥/s
Ｑ=3.460㎥/s

10月

農業用水

東北電力発電用水

発電用水（かんがい期：農業用水に従属／

非かんがい期：東北電力発電用水に従属）

Ｑ=10.989㎥/s

流
量

（㎥/s）

11月 12月1月 2月 4月 6月 7月 8月 9月
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池平発電所

12月11月10月９月８月７月６月５月４月３月２月１月

小水力発電の事例（池平発電所）

○池平用水支線の落差を利用した小水力発電施設

流
量

(m3/s)

分水工

期別水量

【発電所諸元】

発電用水
（農業用水に従属+非従属）

農業用水

Q=0.640m3/s

Q=0.887m3/s

Q=0.470m3/s

発電所

有効落差
16.2m

ヘッドタンク内部除塵機

幹線用水路

いけだいら

Q=0.600m3/s

ヘッドタンク

←池平用水支線
落差部

落差H=6.0m

↑池平用水支線
急流部

落差H=11.6m

急流工

落差工

発電所へ

幹線用水路へ

Q=0.584m3/s

：新潟県魚沼市
： 73kW
： 530MWh
： 0.6m3/s
： 16.2m
： 2億5,500万円
：平成28年12月
：地域用水環境整備事業

（池平地区）
：魚沼市土地改良区

位 置
最 大 出 力
年間発電可能量
最 大 使 用 水 量
有 効 落 差
建 設 費
運 転 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

水圧管路
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発電所内観

水車 同期発電機
励磁装置

小水力発電の事例（五城発電所）

○国営魚野川東部地区における三国川幹線用水路の落差を利用した小水力発電施設

【発電所諸元】

：新潟県南魚沼市
： 1,100kW
： 7,829MWh
： 5.44m3/s
： 24.01m
： 17億900万円
：平成12年4月
：県営かんがい排水事業、農村総合整備事業の合併施工

（五城地区）
：五城土地改良区

位 置
最 大 出 力
年間発電可能量
最 大 使 用 水 量
有 効 落 差
建 設 費
運 転 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

ごじょう
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期別水量
農業用水

発電用水
（農業用水に従属＋非従属）

ヘッドタンク外観 発電所外観



【発電所諸元】

：新潟県胎内市
： 960kW
： 4,901MWh
： 2.0m3/s
： 60.25m
： 14億2,600万円
：平成14年12月
：農村総合整備事業
（胎内地区）

：胎内市

位 置
最 大 出 力
年間発電可能量
最 大 使 用 水 量
有 効 落 差
建 設 費
運 転 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

○農業用水を利用した小水力発電施設

小水力発電の事例（鹿ノ俣発電所）
か の ま た
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期別水量 農業用水 発電用水
（農業用水に従属＋非従属）



○国営苗場山麓第二地区における雑水山導水路落差を利用した小水力発電施設

【発電所諸元】

位 置
最 大 出 力

年間発電可能量
最 大 使 用 水 量
有 効 落 差
建 設 費
運 用 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

：新潟県中魚沼郡津南町
： 39kW
： 281MWh
： 0.42m3/s    
： 12.4m  
： 1億4,100万円
：平成27年12月
：農山漁村活性化プロジェクト支援交付金

（苗場地区）
：津南町

小水力発電の事例（雑水山第二発電所）

津南町

ぞ う み ず や ま

雑水山第二発電所と源内山調整池（上空より）

中深見 源内山調整池

既設 雑水山導水路(VUφ600)

← 発電所

発電所外観

増速機

発電機

水 車

入口弁

発電所内観 平面図

期別水量

※既設導水路の流末を活用した発電。
※流量の増減に対応できるクロスフロー水車を採用。

農業用水 発電用水（農業用水に従属）

0.42㎥/S
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○新田用水路の落差を利用した小水力発電施設

【発電所諸元】

位 置

最 大 出 力

年間発電可能量

最大使用水量

有 効 落 差

建 設 費

運 転 開 始

造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

： 富山県富山市

： 86.5kW

： 508MWh

： 0.7m3/s

： 18.1m

： 4億1,000万円

： 令和5年4月

：農業水路等長寿命化・防災
減災事業（新田用水地区）

：井田川水系土地改良区

小水力発電の事例（新田用水発電所）
し ん で ん よ う す い

発電所（全景）
水車発電機

（クロスフロー水車）

取水口

12
月

11
月

10
月

９
月

８
月

７
月

６
月

５
月

４
月

３
月

２
月

１
月

期別水量 農業用水 発電用水（農業用水に従属）

Q=0.5m3/sQ=0.7m3/s

Q=1.8m3/s

Q=0.3m3/s
Q=0.7m3/s

Q=2.6m3/s Q=1.8m3/s
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12
月

11
月

10
月

９
月

８
月

７
月

６
月

５
月

４
月

３
月

２
月

１
月

○宮腰用水路の落差を利用した小水力発電施設

【発電所諸元】

位 置

最 大 出 力

年間発電可能量

最大使用水量

有 効 落 差

建 設 費

運 転 開 始

造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

：富山県富山市

： 124kW

： 1,080MWh

： 0.3m3/s

： 53.3m

： 3億7,100万円

：令和5年4月

：農業水路等長寿命化・防災
減災事業（久婦須川地区）

：久婦須川用水土地改良区

小水力発電の事例（宮腰用水発電所）
み や の こ し よ う す い

期別水量

宮
腰
用
水
発
電
所

久
婦
須
川
ダ
ム

発電所（全景）
水車発電機

（横軸フランシス水車）

発電用水（排水利用）

Q=0.３m3/s
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12月11月10月９月８月７月６月５月４月３月２月１月

○農業用水路の（鋤川用水路）が有する落差を利用した発電所

期別水量

流
量
(m3/s)

【発電所諸元】

発電用水（農業用水に従属）農業用水

位 置
最 大 出 力
年間発電可能量
最 大 使 用 水 量
有 効 落 差
建 設 費
運 転 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

：富山県滑川市
： 530kW
： 2,772MWh
： 4.26m3/s
： 17.88m
： 8億9,000万円
：平成27年6月
：地域用水環境整備事業

（鋤川地区）
：早月川沿岸土地改良区

小水力発電の事例（早月川沿岸第一発電所）
はやつきがわえんがん

早月川沿岸第一発電所

導水区間途中での
分水量を差し引いた
流量を発電に使用

Q= 4.26m3/s

発電使用水量
Q=1.07m3/s

Q=1.07m3/s

発電使用水量
Q=4.26m3/s

農業用水量
Q=6.31m3/s

Q=1.40m3/sQ=1.40m3/s

Q=4.90m3/s

発電施設

発電機

クロスフロー水車

流水方向

施工前

鋤川用水路 発電所へ

水圧管路（埋設）

施工後

分水

分水

取水施設
（鋤川用水路から取水）

発電施設
（鋤川用水路へ放水）

農業用水取水口
(蓑輪頭首工)

水圧管路（埋設）
L=約９００ｍ
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○舟子川用水路の落差を利用した小水力発電施設

小水力発電の事例（舟子川用水発電所）

【発電所諸元】
位 置
最 大 出 力
年間発電可能量
最 大 使 用 水 量
有 効 落 差
建 設 費
運 用 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

ふ な こ が わ よ う す い

水車発電機
（S形チューブラ）

：富山県黒部市
： 190kW
： 890MWh
： 2.274m3/s 
： 11.16m
： 9億1,500万円
：平成30年11月
：地域用水環境整備事業

（舟子川地区）
：黒部川左岸土地改良区

発電所

発電所

0.57

2.99

2.27 2.20
2.01

0.57

0.57

2.27 2.20
2.01

0.570

1

2

3

4

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

流
量
（
m
3
/
s
）

発電使用水量期別図
期別水量

舟子川用水発電所

発電用水（農業用水に従属）農業用水

位置図
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12月11月10月９月８月７月６月５月４月３月２月１月

小水力発電の事例（安川発電所）

○幹線用水路（開水路）から分水路（水圧管路）により発電所に送水し、有効落差約20mを利用して発電

流
量

(m3/s)

発電所

分水工

期別水量

安川発電所

幹線用水路

【発電所諸元】
位 置
最 大 出 力
年間発電可能量
最 大 使 用 水 量
有 効 落 差
建 設 費
運 転 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

：富山県砺波市
： 640kW
： 4,060MWｈ
： 4.0m3/s
： 20.7m
： 9億8,700万円
：昭和63年2月
：県営かんがい排水事業

（庄川右岸地区）
：庄川沿岸用水土地改良区連合

発電用水（農業用水に従属）農業用水

Q=4.00m3/s
Q=2.24m3/s Q= 5.685m3/s Q=2.24m3/s

発電所
分水工

有効落差
20.7m

分水工

幹
線
用
水
路

発
電
所
へ

開水路
（水圧管路と合わせ
て最大5.685m3/s）

水圧管路
（最大4.00m3/s）

幹線用水路

やすかわ

安川発電所
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12
月

11
月

10
月

９
月

８
月

７
月

６
月

５
月

４
月

３
月

２
月

１
月

○農業用水路の放水路（中野放水路）が有する落差を利用した発電所

【発電所諸元】
位 置
最 大 出 力
年間発電可能量
最 大 使 用 水 量
有 効 落 差
建 設 費
運 転 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

：富山県砺波市
： 500kW
： 2,049MWh
： 13.00m3/s
： 4.82m
： 7億9,500万円
：平成27年3月
：地域用水環境整備事業

（中野放水路地区）
：庄川沿岸用水土地改良区連合

小水力発電の事例（中野放水路発電所）
な か の ほ う す い ろ

取水口

中野放水路

中野放水路発電所へ

中野放水路発電所

取水口

発電所

放水口

中野放水路発電所（全景）

水車発電機

関西電力㈱中野発電所
max Q=44.52m3/s

流
量

(m3/s)

期別水量 発電用水農業用水

max Q=13.00m3/s

関西電力㈱中野発電所において最大
44.52m3/sを用いて発電したのち、農業用
水を優先して分水し、残りを中野放水路
を介して河川へ放流している。

中野放水路発電所は、中野放水路の
放流水のうち最大13.00m3/sを利用し発
電を行う。

発電用水（中野発電所の取水に従属）
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○庄川合口堰堤より取水した農業用水路の落差を利用した小水力発電施設

小水力発電の事例（新明発電所）

【発電所諸元】
位 置
最 大 出 力
年間発電可能量
最 大 使 用 水 量
有 効 落 差
建 設 費
運 用 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

し ん み ょ う

水車発電機
（S形チューブラ）

期別水量

：富山県砺波市
： 700kW
： 4,290MWh
： 8.50m3/s 
： 10.75m
： 23億6,488万円
：平成30年7月
：地域用水環境整備事業
（庄西幹線用水地区）

：庄西用水土地改良区

位置図

取水口

発電所

発電所

発電所

発電用水（農業用水に従属）農業用水
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○三合新用水路の落差を利用した小水力発電施設

小水力発電の事例（三合新発電所）

【発電所諸元】
位 置
最 大 出 力
年間発電可能量
最 大 使 用 水 量
有 効 落 差
建 設 費
運 用 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

み あ い し ん

期別水量

：富山県砺波市
： 78kW
： 588MWh
： 0.33m3/s 
： 30.4m
： 2億7,700万円
：平成30年5月
：地域用水環境整備事業
（三合新地区）

：庄東用水土地改良区

位置図

発電所

発電所

水車発電機
（横軸フランシス）

発電用水（排水利用）
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12月11月10月９月８月７月６月５月４月３月２月１月

○河岸段丘上の農業用水路から小矢部川へ流下する高低差25.2mを利用した発電所
○新たに発電用の水利権を取得し、農業用水路の断面を最大限に活用して発電

期別水量

農業用水

流
量
(m3/s)

発電使用水量
Q=2.64m3/s

かんがい使用水量
Q=2.98m3/s

Q=0.98～1.01m3/s 発電使用水量
Q=2.64m3/s

Q=0.34m3/s

農業用水に従属しない
水利権を新たに取得

Q=0.98～2.64m3/s

Q=0.34～
2.98m3/s

【発電所諸元】

河川へ放流

発電用水農業用水

予備協議：約１年
本協議：約２年

発電所

位 置
最 大 出 力
年間発電可能量
最 大 使 用 水 量
有 効 落 差
建 設 費
運 転 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

：富山県南砺市
： 520kW
： 2,570MWh
： 2.64m3/s
： 25.2m
：6億1,700万円
：平成25年3月
：地域用水環境整備事業

（山田新田地区）
：小矢部川上流用水土地改良区

発電用水は、農
業用水が使用し
ない施設容量を
使用

水圧管路

小水力発電の事例（山田新田用水発電所）

減水区間
L=3.5km

や ま だ し ん で ん よ う す い

山田新田用水発電所

ヘッドタンク

山田新田用水路発電

山田新田用水発電所
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小水力発電の事例（加賀三湖発電所）

○農業用水（加賀三湖導水路）を活用した小水力発電施設

【発電所諸元】

位 置
最 大 出 力
年間発電可能量
最 大 使 用 水 量
有 効 落 差
建 設 費
運 転 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

：石川県小松市
： 89kW
： 563MWh
： 0.99m3/s 
： 12.80m
： 1億9,900万円
：平成28年3月
：地域用水環境整備事業
（加賀三湖地区）

：加賀三湖土地改良区

か が さ ん こ

設置箇所

加賀三湖
導水路

発電施設

鳥越取水堰

加賀三湖導水
路取水口

北陸電力第二
発電所

５号スタンド

12月11月10月９月８月７月６月５月４月３月２月１月

期別水量

流
量
(m3/s)

発電用水（農業用水に従属）

農業用水

Q= 4.26m3/s

発電使用水量
Q=0.99m3/s

農業用水量
Q=1.86m3/s

農業用水量
Q=1.00m3/s

加賀三湖発電所

小水力発電設備
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小水力発電の事例（七ヶ用水発電所）

○農業用水（七ヶ用水）を活用した小水力発電施設

【発電所諸元】

位 置
最 大 出 力
年間発電可能量
最 大 使 用 水 量
有 効 落 差
建 設 費
運 転 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

：石川県白山市
： 630kW
： 3,994MWh
： 15.0m3/s 
： 5.45m
： 14億5,300万円
：平成16年4月
：県営かんがい排水事業
（中島地区）

：手取川七ヶ用水土地改良区

し ち か よ う す い

小水力発電設備

水路平面図

設置箇所

七ヶ用水発電所

発電所 取水口

期別水量
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小水力発電の事例（手取川宮竹用水第一発電所）

○農業用水（宮竹用水）を活用した小水力発電施設

【発電所諸元】

位 置
最 大 出 力
年間発電可能量
最 大 使 用 水 量
有 効 落 差
建 設 費
運 転 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

：石川県能美市
： 640kW
： 4,454MWh
： 6.5m3/s 
： 12.70m
： 16億6,700万円
：平成7年3月
：県営かんがい排水事業
（上郷地区）

：手取川宮竹用水土地改良区

て ど り が わ み や た け よ う す い

期別水量

小水力発電設備取水施設

設置箇所宮竹第一発電所

発電所
取水口
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小水力発電の事例（手取川宮竹用水第二発電所）

○農業用水（宮竹用水）を活用した小水力発電施設

【発電所諸元】

位 置
最 大 出 力
年間発電可能量
最 大 使 用 水 量
有 効 落 差
建 設 費
運 転 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

：石川県能美市
： 580kW
： 4,036MWh
： 6.5m3/s 
： 11.65m
： 21億3,500万円
：平成30年4月
：地域用水環境整備事業
（宮竹用水地区）

：手取川宮竹用水土地改良区

て ど り が わ み や た け よ う す い

期別水量

小水力発電設備

宮竹第二発電所

取水施設

小水力発電設備の構成

設置箇所

発電所

取水口

78



中ノ郷分水工

右岸幹線用水路（国営パイプライン）

左岸幹線用水路（国営パイプライン）

鳴鹿堰堤

二タ口分水工

十ケ・六ケ用水路

内輪用水路

河川から11m3/s取水

既設用水路に1.26m3/s 吐き出し

既設用水路に1.35m3/s 吐き出し

二タ口小水力発電所

中ノ郷小水力発電所

○芝原用水土地改良区の幹線用水路の分水工を活用した小水力発電施設

【発電所諸元】
位 置
最 大 出 力
年間発電可能量
最 大 使 用 水 量
有 効 落 差
建 設 費
運 転 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

：福井県福井市
： 63[103] kW
： 399[669]MWｈ
： 1.26[1.35]m3/s
： 7.4[11.0]m
： 5億9,000万円
：平成27年7月
：地域用水環境整備事業

（芝原用水地区）
：芝原用水土地改良区

［ ］二タ口小水力発電所

二タ口小水力発電所

12月11月10月９月８月７月６月５月４月３月２月１月

流
量

(m3/s)

中ノ郷発電所（期別水量）
[二タ口発電所] 発電用水（農業用水に従属）農業用水

Q=0.633m3/s
[0.761m3/s]

Q=1.266m3/s
[1.356m3/s] Q=0.633m3/s

[0.761m3/s]

小水力発電の事例（中ノ郷発電所、二タ口発電所）

発電
所

発電
所

芝原用水地区
中ノ郷小水力発電所

な か の ご う ふ た く ち
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○国営九頭竜川下流地区のパイプラインの落差を利用した小水力発電施設

【発電所諸元】

位 置
最 大 出 力
年 間 発 電 可 能 量
最 大 使 用 水 量
有 効 落 差
建 設 費
運 転 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

：福井県福井市
： 360kW
： 1,572MWh
： 2.45m3/s
： 19.20m
： 4億9,400万円
：平成31年4月
：国営かんがい排水事業

（九頭竜川下流地区）
：九頭竜川鳴鹿土地改良区

小水力発電の事例（河合春近発電所）
か わ い は る ち か

河合春近発電所（全景） 水車発電機（横軸フランシス水車）

江上発電所

調圧水槽からの落差19.20m

春江北部発電所

十郷発電所

河合春近発電所

一級河川 九頭竜川

発電所

河川に2.45m3/s 吐き出し

発電所

発電所

発電所

鳴鹿大堰

河合春近発電所

九頭竜川下流地区ﾊﾟｲﾌﾟﾗｲﾝ模式図
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○国営九頭竜川下流地区のパイプラインの落差を利用した小水力発電施設

【発電所諸元】

位 置
最 大 出 力
年間発電可能量
最 大 使 用 水 量
有 効 落 差
建 設 費
運 転 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

：福井県福井市
： 400kW
： 1,747MWh
： 2.56m3/s
： 19.91m
： 4億7,100万円
：令和元年9月
：国営かんがい排水事業

（九頭竜川下流地区）
：九頭竜川鳴鹿土地改良区

小水力発電の事例（江上発電所）
え が み

江上発電所（全景） 水車発電機（横軸フランシス水車）

江上発電所

調圧水槽からの落差19.91m

春江北部発電所

十郷発電所

河合春近発電所

一級河川 九頭竜川

発電所

河川に2.56m3/s 吐き出し

発電所

発電所

発電所

鳴鹿大堰

江上発電所

九頭竜川下流地区ﾊﾟｲﾌﾟﾗｲﾝ模式図
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1⽉ 2⽉ 3⽉ 6⽉ 7⽉ 8⽉ 9⽉ 10⽉ 11⽉ 12⽉4⽉ 5⽉

左岸幹線用水路（国営パイプライン）中ノ郷分水工

右岸幹線用水路（国営パイプライン）

鳴鹿堰堤

高木分水工

十ケ・六ケ用水路

九ヶ江用水路

河川から11m3/s取水

既設用水路に0.71m3/s 吐き出し

二タ口小水力発電所

中ノ郷小水力発電所

○芝原用水土地改良区の幹線用水路の分水工を活用した小水力発電施設

【発電所諸元】

位 置
最 大 出 力
年間発電可能量
最 大 使 用 水 量
有 効 落 差
建 設 費
運 転 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

：福井県福井市
： 85.7kW
： 736MWｈ
： 0.71m3/s
： 18.0m
： 2億5,000万円
：令和3年4月
：農業水路等長寿命化・ 防災減災事業

（九ヶ江用水地区）
：芝原用水土地改良区

流
量

(m3/s)

高木発電所（期別水量） 発電用水（農業用水に従属）農業用水

Q=0.642m3/s Q=0.719m3/s Q=0.642m3/s

小水力発電の事例（高木発電所）

発電
所

九ヶ江用水地区

高木小水力発電所

た か ぎ

内輪用水路

発電
所

二タ口分水工
発電
所

高木小水力発電所

Q=0.700m3/s

Q=0.700m3/s
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○県営真名川用水地区の開水路の落差を利用した小水力発電施設

【発電所諸元】
位 置
最 大 出 力
年間発電可能量
最 大 使 用 水 量
有 効 落 差
建 設 費
運 転 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

：福井県大野市
： 41.8kW
： 345MWh
： 2.00m3/s
： 3.56m
： 2億1,800万円
： 令和4年4月
： 農業水路等長寿命化

・防災減災事業
（真名川用水地区）

： 真名川土地改良区連合

小水力発電の事例（真名川小水力発電所）
ま な が わ し ょ う す い り ょ く

真名川用水発電所（全景）

水車発電機（縦軸軸流水車）

用水系統模式図

真名川小水力発電所（期別水量）

流
量

(m3/s)

12月11月10月９月８月７月６月５月４月３月２月１月

発電用水（河川維持流量に従属）

真名川⼩⽔⼒発電所

一級河川 真名川

真名川頭首工

五条方P/S
放水路

富田P/S
放水路

真名川P/S
放水路

導水路幹線用水路

発電地点

2.0m3/s取水

2.0m3/s 吐き出し

頭首工から3.56mの落差

維持放流量
2.284 m3/s

維持放流量2.671 m3/s 維持放流量
2.284 m3/s

min 2.671m3/s（4/1～11/30）
min 2.284m3/s（12/1～3/31）

max 16.0m3/s

max 16.0m3/s

max 15.0m3/s

max 12.3m3/s

B
ゲ

ー
ト

Eゲート

min 0.671m3/s
min
0.284m3/s

維持放流量
(m3/s) 発電取水EゲートBゲート

2.671夏季
2.000以下0.400程度0.284

2.284冬季
1.600以下0.400程度0.284

1.60 m3/s
2.00 m3/s

1.60 m3/s
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○大野東部地区の幹線用水路の落差を利用した小水力発電施設

【発電所諸元】
位 置
最 大 出 力
年間発電可能量
最 大 使 用 水 量
有 効 落 差
建 設 費
運 転 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

：福井県大野市
： 143.9kW
： 640MWh
： 0.96m3/s
： 20.58m
： 3億円
： 令和5年4月
： 農業水路等長寿命化

・防災減災事業 （大野東部地区）

： 大野東部土地改良区

小水力発電の事例（大野東部小水力発電所）
おおのとうぶしょうすいりょく

大野東部小水力発電所（全景）

用水系統模式図

大野東部小水力発電所（期別水量）

流
量

(m3/s)

12月11月10月９月８月７月６月５月４月３月２月１月

発電用水（農業用水に従属）

⼤野東部⼩⽔⼒発電所

農業用水

水利権量
1.366 m3/s

非かんがい期

0.498m3/s
0.20m3/s

0.96m3/s

0.84m3/s
0.20m3/s

非かんがい期 普通期（前期）

普通期
（後期）

代搔き期

北陸電力
発電所 発電地点

水車発電機
（横軸クロスフロー水車）

塚原野幹線用水路

サージタンク

減勢水槽

仏原ダム

有効落差

発電使用水量水利権水量

－ ha231.4 haかんがい面積

0.840 m3/s1.366 m3/s代掻き期

0.96 m3/s0.96 m3/s普通期（前期）

0.498 m3/s0.498m3/s普通期（後期）

0.200 m3/s0.200m3/s非かんがい期

L=20.58m
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○国営九頭竜川下流地区のパイプラインの落差を利用した小水力発電施設

【発電所諸元】

位 置
最 大 出 力
年間発電可能量
最 大 使 用 水 量
有 効 落 差
建 設 費
運 転 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

：福井県あわら市
： 180kW
： 923MWh
： 1.20m3/s
： 20.50m
： 3億5,500万円
： 令和元年7月
：国営かんがい排水事業

（九頭竜川下流地区）
：九頭竜川鳴鹿土地改良区

小水力発電の事例（十郷発電所）
じ ゅ う ご う

十郷発電所（全景） 水車発電機（横軸フランシス水車）

江上発電所

調圧水槽からの落差20.50m

春江北部発電所

十郷発電所

河合春近発電所

一級河川 九頭竜川

発電所

既設水路に1.20m3/s 吐き出し

西江中江用水路
（県営パイプライン）

発電所

発電所

発電所

鳴鹿大堰

⼗郷発電所

九頭竜川下流地区ﾊﾟｲﾌﾟﾗｲﾝ模式図
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○国営日野川用水（２期）地区のパイプラインの落差を利用した小水力発電施設

【発電所諸元】
位 置
最 大 出 力
年間発電可能量
最 大 使 用 水 量
有 効 落 差
建 設 費
運 転 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

：福井県越前市
： 141kW
： 1,021MWh
： 0.642m3/s
： 37.10m
： 2億1,000万円
：平成26年6月
：地域用水環境整備事業

（日野川用水地区）
：日野川用水土地改良区

小水力発電の事例（日野川用水発電所）
ひ の が わ よ う す い

日野川用水発電所（全景）

⽇野川⽤⽔発電所

用水系統模式図

日野川用水発電所（期別水量） 発電用水（農業用水に従属）

桝谷ダム

八乙女頭首工
（取水口）

一
級
河
川
日
野
川

主
幹
線
用
水
路

主7分水工

国営調整槽

左
岸
線
用
水
路

右
岸
幹
線
用
水
路

松ヶ鼻頭首工

日
野
用
水
路

右
岸
幹
線
用
水
路

中
央
幹
線
用
水
路

日野川用水発電所

有効落差
37.10m

0.642m3/s
取水

0.642m3/s
日野用水へ放水

日野川用水
中央管理所

流
量

(m3/s)

八乙女頭首工

農業用水

水車発電機（横軸フランシス水車）
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○国営日野川用水（２期）地区のパイプラインの落差を利用した小水力発電施設

【発電所諸元】
位 置
最 大 出 力
年間発電可能量
最 大 使 用 水 量
有 効 落 差
建 設 費
運 転 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

：福井県越前市
： 199kW
： 1,138MWh
： 0.570m3/s
： 45.90m
： 3億3,500万円
：平成31年1月
：地域用水環境整備事業

（日野川用水右岸地区）
：日野川用水土地改良区

小水力発電の事例（日野川用水第２発電所）
ひ の が わ よ う す い

日野川用水第２発電所（全景）

水車発電機（横軸フランシス水車）

⽇野川⽤⽔第２発電所

用水系統模式図

日野川用水第２発電所（期別水量）

流
量

(m3/s)

発電用水（豊水水利権）

桝谷ダム

八乙女頭首工
（取水口）

一
級
河
川
日
野
川

主
幹
線
用
水
路

主7分水工

国営調整槽

左
岸
線
用
水
路

右
岸
幹
線
用
水
路

松ヶ鼻頭首工

日
野
用
水
路

右
岸
幹
線
用
水
路

中
央
幹
線
用
水
路

日野川用水第２発電所

0.570m3/s
取水

日野川用水
発電所

日野川用水
中央管理所

R1分水工

有効落差
45.90m

農業用水
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○国営九頭竜川下流地区のパイプラインの落差を利用した小水力発電施設

【発電所諸元】

位 置
最 大 出 力
年間発電可能量
最 大 使 用 水 量
有 効 落 差
建 設 費
運 転 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

：福井県坂井市
： 47kW
： 372MWh
： 0.62m3/s
： 12.10m
： 1億3,300万円
：平成31年4月
：国営かんがい排水事業
（九頭竜川下流地区）

：九頭竜川鳴鹿土地改良区

小水力発電の事例（春江北部発電所）
は る え ほ く ぶ

春江北部発電所（全景） 水車発電機（インライン型プロぺラ）

江上発電所

調圧水槽からの落差12.10m

春江北部発電所

十郷発電所

河合春近発電所

一級河川 九頭竜川

発電所

既設水路に0.62m3/s 吐き出し発電所

発電所

発電所

鳴鹿大堰

春江北部発電所

九頭竜川下流地区ﾊﾟｲﾌﾟﾗｲﾝ模式図
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調圧⽔槽

⾼椋⽤⽔発電所

鳴⿅⼤堰

⼀
級
河
川

九
頭
⻯
川⾼
椋
新
江
⽤
⽔
路

⼗
郷
⽤
⽔
路

河
合
春
近
⽤
⽔
路

幹線から35.2㎥/S取⽔

右岸幹線⽤⽔路
（国営パイプライン）

左岸幹線⽤⽔路
（国営パイプライン）

【⽤⽔系統模式図】

既設⽤⽔路に1.492㎥/S吐出し

５号分⽔⼯

頭⾸⼯から15.7ｍの落差

⼩切丁江

永江

○国営九頭竜川下流地区のパイプラインの落差を利用した小水力発電施設

【発電所諸元】
位 置
最 大 出 力
年間発電可能量
最 大 使 用 水 量
有 効 落 差
建 設 費
運 転 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

：福井県坂井市
： 155kW
： 1,049MWh
： 1.49m3/s
： 15.71m
： 2億7,800万円
：令和2年4月
：農業水路等長寿命化・防災減災事業

（高椋地区）
：高椋用水土地改良区

小水力発電の事例（高椋用水発電所）
た か ぼ こ よ う す い

高椋用水発電所（全景） 水車発電機（横軸クロスフロー水車）

⾼椋⽤⽔発電所

用水系統模式図

高椋用水発電所（期別水量）

流
量

(m3/s)

12月11月10月９月８月７月６月５月４月３月２月１月

発電用水（農業用水に従属）

0.800 m3/s 0.800 m3/s
1.146 m3/s1.169 m3/s

1.492 m3/s

1.133 m3/s

農業用水
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